
生活相談はこちらへ

■本所　伯耆町大殿1010　（岸本保健福祉センター内）　TEL 0859−68−4635　FAX0859−68−4634
　　　　［生活困窮者自立支援事業専用ダイヤル］　　TEL 0859−21−0608
　　　　［フィットネス＆スタジオ　パル］　　直通 TEL 0859−68−4811
　　　　小規模保育所こどもパル　伯耆町大殿1081−7 TEL/FAX 0859−39−8211
■岸本支所・通所介護事業所・居宅介護支援事業所
　　　　伯耆町大殿1030−1(岸本老人福祉センター内)　TEL 0859−68−3781　FAX 0859−68−4588
　　　　［通所介護事業所］直通TEL 0859−68−3706［居宅介護支援事業所］直通TEL 0859−68−5200
■溝口支所・通所介護事業所・訪問介護事業所
　　　　伯耆町溝口281−2（溝口福祉センター内）TEL 0859−63−0666　FAX 0859−63−0660
■みぞくちテラソ
　　　　伯耆町溝口647  （役場分庁舎４・５階）　TEL 0859−62−7110

伯耆町人口　10,740人　65歳以上人口　4,143人　高齢化率　38.6％　Ｒ３．４．１現在
発行　社会福祉法人　伯耆町社会福祉協議会
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　小規模保育所こどもパルでは、去る３年４月５日（月）令和３年度入所式を行いました。入所された園児の皆さ
んは１２名、氏名呼び上げではおとうさん・おかあさんと一緒にみんなが手をあげ返事をしてくれました。職員出
し物は恒例の『ちょうちょう』を歌い、プレゼント渡しにて入所式は終了しました。こども達も先生も初対面です
が、すぐに保育所にも慣れてくれると思います。早く青空の下お散歩に出かけたり、芝生の上で元気に遊んでくれる
事を職員一同願っています。
　入所された園児の皆さん・ご家族様、本当におめでとうございます。

～この広報紙は赤い羽根共同募金の配分を受けています～

■ホームページアドレス : http://www.houki-shakyo.jp/

元気いっぱい18名でスタート！

うさぎぐみ (２さい ) ７名　りすぐみ (１さい ) ５名　ひよこぐみ (０さい ) ６名　計 18 名
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伯耆町社会福祉協議会　理念
①　私たちは、社会の中ですべての者が当たり前の生活を送り、同等の権利を享受できる社会を

　　目指します

②　私たちは、仕事に対して正しく向き合い、誠意をもって責任を果たすことにより、明るく住

　　みよい町づくりに努力します

③　私たちは、常に地域社会と社会環境に目を向け、広い視野と柔軟な対応を見につけ、質の高

　　い業務遂行に努力します

【個人情報保護に関する方針】

個人情報が個人の人格尊重の理念のもとに慎重に取り扱われものであることに鑑み、伯耆町社会

福祉協議会が保有する個人情報の適切な取扱いの確保に関し、必要な事項を定め、本会事業の適

正かつ円滑な運営を図りつつ、個人の権利利益の保護に努めます。

令和３年度　社会福祉法人伯耆町社会福祉協議会事業計画
＜重点事項＞
１　地域福祉関係
　①　「我が事・丸ごと」の地域づくりの「我が事」に焦点を当て、支え合い・見守り体制づくりを地
　　域の皆さんとともに進めていきます。
　②　次世代を担う児童・生徒の福祉の精神を育むために、社会福祉協議会の持ち味である「実践」に
　　よる福祉教育に取り組みます。
　③　いつ起きるかわからない大規模災害において、社会福祉協議会に求められるボランティアセンター
　　運営等に対応するため職員の資質向上、体制づくりに取り組みます。
　④　町から受託している生活困窮者自立支援事業では、生活困窮に瀕している方に寄り添い、社協だ
　　からできる生活再建への支援を行っていきます。

２　介護サービス関係
　①　利用者の立場に立った質の高いサービスを提供するという原点を確認し、求められるサービスは
　　何かということを常に考えながら、職員の資質の向上に努めます。
　②　関係法令、業務マニュアルの遵守、また関係機関等から適宜適切な情報収集を行いながら、安全
　　で良質なサービス提供に努めます。
　③　厳しい経営環境の中にあっても、サービスの質を落とすことなく健全な経営ができるように、常
　　に業務方法の改善・効率化に取り組みます。

３　健康増進事業関係
　①　健康を切り口にした地域づくりを推進するため、運動とコミュニティーづくりに関係機関・団体
　　と連携して取り組みます。
　②　フィットネス＆スタジオパルは、オープンして５年目となります。新型コロナ感染症という外的
　　な要因を受け止めつつ、徹底した感染予防に取り組むことで安全に配慮した運営をしていきます。
　③　３年目となる溝口テラソは、軽作業を通しての高齢者の居場所として、また運動、カラオケ、カ
　　フェについては、コロナ感染予防に取り組みながら町民の健康増進と地域福祉の推進に貢献します。

４　小規模保育事業関係
　①　０歳から２歳の低年齢児の健全な成長と保護者の子育て支援であることを念頭におき、法令及び
　　伯耆町から示された業務仕様を遵守して適切な運営に当たります。
　②　小規模保育所のメリットを存分に発揮できるよう、職員全員が共通の目標（こどもの最善の利
　　益）をもって保育に取り組みます。
　③　新型コロナ感染症の感染予防対策には、保護者の理解を得ながら全職員徹底して取り組みます。

５　新型コロナウイルス感染症対策
　①　職員・利用者等の感染予防対策（マスク着用・手洗い・アルコール消毒等）の徹底
　②　感染リスクを極力回避する行動（感染警戒地域への移動の自粛・三密の回避等）をとります。
　③　今年度において、行政が実施する「ワクチン接種」については、本会としては個人の意向を尊重
　　しつつも、特段の事情がない限り全職員・利用者の接種を進めていきます。
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　令和３年度予算収入・支出事業費内訳
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令和３年度福祉地域座談会開催について
　伯耆町社会福祉協議会では、本町合併以来３年をかけて全集落で福祉地域座談会を開催し、そこで頂い
た住民の皆さんの声を活かしながら事業を推進してきました。
令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、座談会の開催を中止いたしました。

　令和３年度につきましては、新型コロナウイルス感染症感染拡大の状況とワクチン接種の状況
等を考慮しながら、検討をしたいと思います。開催の可否は、あらためて区長様にご連絡をさせ
ていただきます。
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※開催内容については開催決定後、ご連絡させていただきます。
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伯耆町社会福祉協議会　事業所紹介

　会員の皆様が活き活きと健康に過ごしていただけるように、スタッフ全員でお手伝いをさせて

いただきます。

　お気軽にお問合せ、お立ち寄りください！

本所　パルプラスオン（旧岸本保健福祉センター）　
〒689-4121　西伯郡伯耆町大殿1010番地　TEL（0859）68-4635　 

フィットネス＆スタジオ パル　
〒689-4121　西伯郡伯耆町大殿1010番地　パルプラスオン（旧岸本保健福祉センター）TEL（0859）68-4811
みぞくちテラソ
〒689-4201　西伯郡伯耆町溝口647番地　役場溝口分庁舎4・5階 TEL（0859）62-7110
　 

　本所の地域福祉は、町内の集落に出向いて

住民の皆さんの声を伺い、その中で地域の福

祉課題の解決に向け皆さんと一緒に取り組ん

でいます。

　皆さんと一緒に住み慣れた場所で、ささえ

あい安心して暮らせる福祉のまちづくりを目

指して行きますので、どうぞ宜しくお願い致

します。

　また、この写真スタッフが地域に伺います

ので、是非お声かけ下さい。

●地域福祉
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　開設してから今年で２８年目になります。

手作りの昼食、ゆうあいパルから温泉をひいた

浴場など、岸本デイサービスならではのサービ

スでご利用者様に喜んで頂いています。

　ご利用者様にはもちろん、ご家族の皆様にも

安心して頂けるデイサービスとなるように、ま

ごころを大切にしてサービスの提供を行いま

す。

●岸本通所介護事業所

　皆様いつも岸本老人福祉センターをご利用頂

き、誠にありがとうございます。

　岸本支所の地域福祉部門では、経理事務や会

葬礼状の受付事務を中心に様々な庶務を行って

います。また、センターの窓口として住民の皆

様からのお問合せやご質問には親切丁寧な対応

を心がけています。

　いつも明るく元気な３人です。どうぞお気軽

にお声かけ下さい。

●支所　地域福祉

　設立して５年目を迎えました。

　・のびのびとあそぶ子ども

　・自分の思いを表現できる子ども

　・愛されて育つ子ども

　この３つの『めざす子ども像』を目標に、保

育に取り組んでいます。

　日々成長する子ども達のうれしい笑顔がたく

さん見れる様に、今年度も職員のチームワーク

を大切にして頑張っていきたいと思います。

小規模保育所こどもパル
〒689-4121　西伯郡伯耆町大殿1081番地7　TEL（0859）39-8211

岸本支所　岸本老人福祉センター　
〒689-4121　西伯郡伯耆町大殿1030番地1　TEL（0859）68-3781

　いつまでも暮らし慣れたご自宅でお過ごしに

なれるよう、ご本人・ご家族の希望に沿ってケ

アプランを作成し、サービスを提供する事業所

等との連絡・調整等を行います。定期的な訪問

をさせていただき、ご様子や困りごとの確認を

行い、住み慣れた場所で生活を送っていただけ

るようにサポートいたします。

●居宅介護支援事業所
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溝口支所　溝口福祉センター　
〒689-4201　西伯郡伯耆町溝口281番地2  TEL(0859)63-0666

　私たちホームヘルパーは、在宅で生活する高

齢者や障がい者のお宅を訪問して、身体介護

サービスや生活援助サービスを提供する在宅介

護の専門職です。

　新型コロナウイルスの影響による環境の変化

に柔軟に対応し、誰もが住み慣れた地域で安心

して暮らし続けることができるように、一人ひ

とりの生き方や暮らし方、状態やニーズに合わ

せながら、ヘルパー一丸となり、笑顔と真心を

込めて訪問させていただきます。本年度もよろ

しくお願いいたします。

●訪問介護事業所

　私たちデイサービスは今年で２９周年を迎えます。コロナ禍ではありますが、これまで以上に

ご利用者の皆様、そのご家族の方に対して、よりきめ細やかなサービスを心がけ、ご要望、ご期

待に速やかに対応し、安心安全に過ごしていただけるようスタッフ一同心を一つにしてがんばり

ます。

●溝口通所介護事業所

　私たち溝口支所では、元気と笑顔をモットー

に、新型コロナの終息が一日も早く訪れること

を願い、感染防止対策を徹底しながら、より親

切丁寧な対応を心がけこれまで同様、地域の皆

様に安心してご利用いただけるようがんばりま

す。

●地域福祉
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　伯耆町社会福祉協議会では、町内小中学校から依頼を受け福祉教育に出向いています。

　令和２年度は、去る２月１９日(金)八郷小学校の４年生12名が ①ふくしについて学ぼう

②高齢者疑似体験、並びに車いす体験を行いました。高齢者の身体の不自由さを体験し、車いす

体験では操作方法のほか介助者(側) の声かけの必要性も理解してくれたのではと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［派遣：伯耆町社協（地域福祉職員３名）］ 2/19

　また、３月１日(金)は、認知症サポーター養成講座も開催し認知症が脳の病気であることを学び

ました。まずは、障がい老人を支える家族の会の方を中心に派遣職員全員による認知症のおじい

さんとその家族をテーマにした寸劇、次に認知症地域支援推進員　生島 唯氏による講座［認知

症ってなあに？］ではイソギンチャクを脳に例え、認知症に伴い脳の情報の掴みにくさ・取り出

しづらさ、精神的な不安感などを分かりやすく教えてもらいました。最後に認知症の方との接し

方を学び、また、困っている人を見かけたら自分たちに何ができるだろう！を考え、講座終了後

には終了の証であるオレンジリングを手に記念撮影を行いました。

　上記２講座で、年齢と共に身体と脳の機能が低下していくことを学んだことが、結果として高

齢者だけではなく、家庭（家族）・学校（友達）・地域（住民）の誰に対しても同じであり、誰

かが困っていることに気づくことができ、優しい気持ちで人に接する気持ちと、一歩踏み出し行

動できる力、そして福祉力向上のきっかけづくりになれば嬉しく思います。

　児童のみなさんは、一生懸命体験に取り組んでくれました。

［派遣：障がい老人を支える家族の会：2名、認知症地域支援推進員　生島 唯 氏、伯耆町役場　地域包括支援セン
ター：3名、伯耆町社協（地域福祉職員2名）］ 3/1　
　後日、児童の皆さんから送っていただいた感想を綴った手紙を職員一同拝見しました。とても

素晴らしい感想でした。ありがとうございました。

福 祉 教 育
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ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました
令和３年３月1日～令和３年４月30日

　パルの駐車場は、自転車・スケボーなど近くの子どもらの遊び場になるこ
とがある。最近は、車の出入りも多くなり危険であるが、この子らにはその
意識は薄いようだ。大人に注意をされて、危険性を理解したのかどうかはわ
からないが、とりあえずそこで素直に止める。
　遊んではいけないところで遊んでいるこの子らの「しつけ」について言い

たいわけでないが、してはいけないこと、危ないことを教えることはしつけの一つである。注意を
されて素直に従うこの子らは、ある意味しつけが良いのかもしれない。
　「しつけ」、漢字で書くと「躾」。言葉の意味としては、行儀・作法を仕込むこと、やってはい
けないことを教える、ということのようだ。「身」と「美」というこの字の組み合わせに興味をそ
そられ、語源を調べてみたら面白い発見があった。
　着物を縫うとき、あらかじめ形を整えるために仮に縫い付けておくのが、しつけであるが、いよ
いよ縫い上がると、しつけの糸をはずす。この「はずす」ことを子どもの成長になぞらえると重要
な意味をもつとのこと。一般論でいうと、子どもはいつか親離れをして独り立ちをする。親もいず
れは、このしつけの糸をはずす子離れのときがくる。その意味では、しつけは親と子の絆の中での
共同作業という色合いが強いものであるという。
　なるほど、納得である。
　しつけとは、親が子にするものと思っていたが、身を美しく装うための親子の共同作業とみると
きに、私は、最近のこの国の為政者たる「大人」達に対して、あなたはその身を美しく装っている
と「子ども」に言えますか、と自戒の念を込めて問いかけたいのである。　(仁)

社協職員

小学校　新一年生への防犯ブザーの配布について
伯耆町共同募金委員会

株式会社エフエム山陰・鳥取県共同募金会　協働事業

　例年、小学校入学新一年生に防犯ブザーをお渡ししています。

　この事業は、これまで（株）エフエム山陰様と鳥取県共同募金会の

協同事業「安心・安全なまちづくり支援助成事業」として、鳥取県内

の教育委員会を通じて配布をしておりました。

　鳥取県共同募金委員会が負担する費用には、県内各市町村共同募金

委員会が地域の皆さまにご協力いただいた赤い羽根共同募金から積立

てを行う災害積立金の一部を充当するため、配布については今年度か

ら各市町村共同募金委員会を経由しお渡しすることとなりました。

　町内の皆さまのご協力により集まった募金が、伯耆町内の地域課題

の解決や地域活性化等に使途として大切に使われる募金であることを

ご理解いただけると幸いです。

　最後に、新一年生が学校生活をはじめ、毎日が安心して笑顔で過ご

せることができ、すくすくと成長してくれることを伯耆町共同募金委

員会（伯耆町社会福祉協議会）職員一同願っています。


